
2 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本 34 (34) 34 (34) 32 (32) 32 (32) 32 (32) 30 (30)

本 8 (8) 8 (8) 8 (8) 8 (8) 8 (8) 7 (7)

本 9 (9) 10 (10) 9 (9) 9 (9) 9 (9) 9 (9)

本 17 (17) 16 (16) 15 (15) 15 (15) 15 (15) 14 (14)

本

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

4,354 4,432
参　　考

１時間あたりの平均人件費 4,181

魚津市の人口（各年度12月末時点） 42,706 42,340 42,132

4,111 4,027 4,012

10,883

13,964

3,024

43,152

2,659 2,822
効 率 性
指　　標

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 401,763 369,776

3,081

564,588

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費）

41,672

14,405 13,548

11,582 10,525

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

　同　　上

482,804 606,902 575,646

8,744
Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上

市民１人あたりにおける施策の
円 6,658 6,009

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

円 2,653 2,649

41,224

81 78 81

114,476 112,595 118,916 126,005 127,021

246,767 246,571

円 9,310 8,659 11,403

113,135

285,341

施策の
トータルコスト

区　　分 27年度実績 28年度実績 29年度実績 30年度実績

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計 42,136

元年度実績 2年度実績

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計 150,482 141,804

78

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 27,380 27,520 27,960 29,640 28,940 28,660

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 77 80

基本事業① 学び続ける環境づくり

基本事業② 地域の教育力の向上

基本事業③ 博物館の充実

基本事業④

287,287 256,641 370,209 487,986 438,583

253,566

448,625

142,928 87,221 49,683

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 94,669 97,106 99,926 98,291 104,791

令和

基本目標№ 4 基本目標名 人と文化を育むまち

施 策 № 30 施 策 名 生涯学習の推進

主管課名 生涯学習・スポーツ課

関係課名 地域協働課、図書館、水族博物館、埋没林博物館

施策が目指す
すがた

・生涯にわたり、個々のライフステージに応じ、学ぶことへの意欲や教養を高めています。
・人と人とのつながりを深めながら学びの輪を広げ、地域活動に参加しています。
・図書館や博物館から情報が発信され、多くの人が生涯学習の場として活用しています。

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

113,601

17,731 16,717

施策の成果向
上に向けての

住民と行政との
役割分担や地
域等への期待

など

市　　民
・

事 業 所

・生涯学習事業に積極的に参加します。
・自分の経験や学習した成果を地域における教育活動に活かします。

行　　政 ・市民の生涯学習の場の確保、機会、情報の提供を行います。

そ の 他
（地　　域）

施策を実行する
うえで基本とな

る事業



1 ○

2

3

4 ○

5

6 ○

7 ○

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 0

合　　計 119,126,800 113,601,411 5,525,389

0

0

0

0
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図書館

一般会計 資料収集保存提供事業 26,783,000 26,667,284 115,716 Ａ 図書館

一般会計 図書館一般管理事業

一般会計 教養・普及事業 245,000 209,469 35,531 Ａ

一般会計 青年活動パワーアップ事業 99,000 28,707 70,293

生涯学習・スポーツ課

一般会計 生涯学習教室等事業 452,000 183,301 268,699 Ｂ 生涯学習・スポーツ課

一般会計 生涯学習振興事業

33,041,000 31,317,301 1,723,699 -

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和2年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 新川学びの森天神山交流館運営事業 55,881,800 52,867,016 3,014,784 Ｂ

- 生涯学習・スポーツ課

図書館

2,625,000 2,328,333 296,667 -

生涯学習・スポーツ課

23.0

7.90 8.20 8.50

6.48 6.44 6.57 6.62 6.73

7.30

24.8 27.3 19.4 20.8 19.8
生涯学習に取り組んでいる市民の割合 ％ 20.8 22.2 23.2

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

23.5 24.0 24.5 25.0

7.60

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

H30年度 Ｒ元年度 R02年度
(最終目標年度)

市民一人あたり図書館貸出冊数 冊 7.84 7.14 6.91

生涯学習の推進

令和2年度における
主な事業内容（活動内容）

【新川学びの森天神山交流館運営事業】
・魚津官民連携地域プラットフォームを活用し、幅広い官民連携手法の可能性を求めるため、新川学びの森天神山交流館の施設及
び敷地の利活用事業者を公募しましたが、応募はありませんでした。
【生涯学習振興事業】
・社会教育委員会議を年１回開催し、社会教育関連事業への意見等の提言を受けました。提言の概要については令和３年２月に開
催した教育委員会議にて「事務点検及び評価結果」として報告しました。
【生涯学習教室等事業】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学びのきっかけづくりとして初心者を対象とした生涯学習教室は中止しました。各教室
の活動成果発表の機会をつくるために、生涯学習フェスティバルを開催しました。
【図書館資料収集保存提供事業】
・図書や雑誌、視聴覚資料等を収集保存するとともに、市民や利用者に提供しました。令和３年３月末に電子図書サービスを開始しま
した。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 30 施 策 名

基本事業の目的（意図） 学びやすい環境を整備することにより、多くの人が生涯学習を行います。

基本事業名 ①学び続ける環境づくり
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生涯学習・スポーツ課一般会計 家庭教育事業

0

0

0 Ａ

0

生涯学習・スポーツ課

一般会計 友好親善都市児童交流事業 824,000 0 824,000 - 生涯学習・スポーツ課

一般会計 女性教育事業

一般会計 成人式事業 1,029,657 1,029,657 0 -

133,000 54,258 78,742 -

- 地域協働課

生涯学習・スポーツ課

一般会計 青少年教育事業 1,011,000 816,259 194,741 Ａ 生涯学習・スポーツ課

1,624,805 583,000 1,041,805 -

地域協働課

一般会計 公民館一般管理事業 40,093,000 38,480,497 1,612,503

地域協働課

一般会計 公民館活動振興事業 10,150,000 7,299,406 2,850,594 Ｂ 地域協働課

一般会計 公民館大規模修繕事業（公民館施設整備事業）

400,000 400,000

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和2年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 放課後子ども教室推進事業 2,168,000 1,020,407 1,147,593 Ｂ

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 Ｒ元年度 R02年度
(最終目標年度)

137,100
地区公民館利用者数 人 134,317 136,257 139,915

136,800 137,400 137,700 138,000

149,606 152,098 146,892 164,347 77,918

基本事業名 ②地域の教育力の向上

基本事業の目的（意図） 公民館で、様々な年代の住民同士が互いに学び合い、仲間づくりを行います。

令和2年度における
主な事業内容（活動内容）

【放課後子ども教室推進事業】
・公民館において、遊び、伝統芸能、サークル活動を実施し、放課後と土曜日のこどもたちの安全・安心な居場所を確保しました。（計
16教室）
・令和２年10月より、星の杜小学校内の教室を活用し、放課後児童クラブと放課後子ども教室の「一体型」の星の杜放課後子ども教
室を開始しました。
【公民館一般管理費】
・令和３年度からの公民館施設の有料化に向け、地区説明会を開催しました。
・公民館が有効に利用されるよう、職員を配置し、施設の維持管理を行いました。
【公民館活動振興事業】
・各地区の社会教育振興会に委託し、高齢者学級をはじめとする各種公民館教室を開催するとともに、従来の地区運動会の代替え
事業としてウォークラリーなどの地域住民の交流事業を実施しました。
【公民館施設整備事業】
・（仮称）本江地域交流センターの建設に向け地域振興会や地区公共施設再編のプロジェクトチームと協議を行いました。
【青少年教育事業】
・少年補導センターによる補導活動を警察と協力しながら行うとともに、青少年育成市民会議による青少年の健全育成のための実践
活動や市民への普及啓発・広報活動を行いました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 30 施 策 名 生涯学習の推進
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埋没林博物館

一般会計 埋没林博物館展示事業 1,904,840 1,672,252 232,588 Ａ 埋没林博物館

一般会計 埋没林博物館調査研究事業

- 埋没林博物館

水族館事業特別会計 水族博物館観客誘致事業(施策9②再掲) (2,242,800 (1,263,633) (979,167) - 水族博物館

一般会計 ジオパーク普及事業(施策10①再掲) (226,000) (129,333) (96,667)

水族博物館

水族館事業特別会計 ふれあい・展示グレードアップ事業 2,347,000 1,905,258 441,742 - 水族博物館

予算なし 水族館事業特別会計繰出金

- 埋没林博物館

一般会計 蜃気楼ネットワーク事業 200,000 29,274 170,726 Ａ

37,300 -

埋没林博物館

一般会計 埋没林博物館教室事業 63,000 62,662 338

水族博物館

水族館事業特別会計 水族館施設整備事業 26,127,290 25,363,690 763,600 Ａ 水族博物館

水族館事業特別会計 水族館ホームページ運用事務

水族館事業特別会計 水族館企画展事業 1,325,000 485,430 839,570 Ａ

152,294,000 129,162,000 23,132,000 -

Ｂ 生涯学習・スポーツ課

水族博物館

水族館事業特別会計 水族館博物館事業 10,311,000 8,323,416 1,987,584 Ａ 水族博物館

114,917,883 105,608,571 9,309,312 -

生涯学習・スポーツ課

一般会計 歴史民俗博物館企画展事業 408,000 309,942 98,058

水族博物館

水族館事業特別会計 水族館施設管理事務 7,084,027 7,084,027 0 - 水族博物館

水族館事業特別会計 水族館一般管理事業

661,000 623,700

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和2年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 歴史民俗博物館管理事業 5,250,000 4,299,782 950,218 -

39 40

39 36 39 46 20

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 Ｒ元年度 R02年度
(最終目標年度)

201,000
博物館合計入場者数 人 178,540 184,326 197,432

199,000 203,000 205,000 207,000

191,414 188,258 200,215 202,940 119,993

博物館の企画展と学習会の開催回数 回 31 29 33
36 37 38

基本事業名 ③博物館の充実

基本事業の目的（意図） 生涯学習施設として博物館が役割を果たします。

令和2年度における
主な事業内容（活動内容）

【歴史民俗博物館管理事業】
・隣接する「花の森・天神山ガーデン」と様々な連携を図りながら、来館者の増加に努めました。
【歴史民俗博物館企画展事業】
・７月～10月にかけて、市内の国登録文化財を紹介した「魚津の登録文化財」展を開催。郷土の豊かな歴史と文化を知り、生活の移
り変わりを学ぶ機会として、小学校を対象に実施している「ふるさと発見バス」にて企画展見学会を実施した。
【水族館企画展事業】（計１回）
・秋に企画展「サンショウウオ展」を開催しました。
【水族館博物館事業】（計23回）
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、屋外でのイベントを中心にサポーター活動（３回）、魚津水辺の調査隊活動（３回）、特別
展示（２回）を行いました。
【蜃気楼ネットワーク事業】
・特別講演会「日本と世界の蜃気楼と、空の不思議な現象」を開催しました。（蜃気楼交流会は感染症対策のため中止）
【埋没林博物館教室事業】
・博物館教室として「超簡単！３分工作で蜃気楼発生！」「”うちゅうせん”を見てみよう」等の講座を開催しました。
【埋没林博物館展示事業】
・「喜見城立つ　殿様も見た魚津浦の蜃気楼350年のあゆみ」「山にサメ！海からスギ！魚津の化石」等の企画展を開催しました。
【ジオパーク普及事業】（再掲）
・「魚津は黄金郷！砂金をコレクションしよう」等の普及講座を開催しました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

施 策 № 30 施 策 名 生涯学習の推進



施 策 № 30 施 策 名 生涯学習の推進

令和2年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

※新型コロナウイルス感染症拡大による事業の縮小や施設の休館など、施策の遂行に大きな影響がありました。

【①学び続ける環境づくり】
◆自ら生涯学習に取り組んでいる市民の割合は、前年度の20.8％から19.8％（1.0ポイント減）となっています。
◆市内各公民館、天神山交流館、新川文化ホール、みどり野高校で生涯学習講座を開催しており、他市に劣らない充実した環境が整っています。
◆市民一人当たりの図書貸出冊数は、前年度に比べて0.11冊増加し、6.73冊となりました。県内市の平均（令和元年度）は、4.65冊です。

【②地域の教育力の向上】
◆地区公民館の利用者数は、新型コロナウイルス感染症拡大防止による臨時休館等により、前年度の164,347人から77,918人（86,429人減）となって
います。

【③博物館の充実】
◆埋没林博物館の入館者数は、前年度の39,659人から17,842人（21,817人減）となっています。
◆歴史民俗博物館の入場者数は、前年度の5,981人から3,125人（2,856人減）となっています。
◆水族博物館の入館者数は、前年度の157,300人から99,026人（58,274人減）となっています。
◆博物館の合計入場者数は、前年度の202,940人から119,993人（82,947人減）となっています。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（令和2年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）
【①学び続ける環境づくり】
◆本市における学習ニーズや教室の在り方等について検討し、市民が参加しやすい学びの環境を整えていきます。
◆新川学びの森天神山交流館では、譲渡や貸付の条件を見直しも含めて検討し、引き続きその利活用について民間事業者へ公募を行います。
◆図書館では、市民ニーズにあった資料の充実、利用状況にあった館運営（開館時間の見直しなど）、図書館や本に関する情報発信（ＨＰ，ｔｗｉｔｔｅｒ）を行います。

【②地域の教育力の向上】
◆公民館活動に地域への郷土愛を高め、地域の活性化を図る事例を学び、地区公民館の利用者増を図っていきます。
◆公民館のコミュニティセンター化に向けて地域振興会を窓口に引き続き協議を行います。
＜地域拠点施設整備事業＞（再掲）
◆大町、上野方、上中島、松倉各地区の拠点施設（公民館）の整備に関して、引き続き、地域の関係者と協議していきます。
◆（仮称）本江地域交流センターの建設事業について、引き続き地域と協議しながら進めていきます。

【③博物館の充実】
◆「孫とお出かけ支援事業」については、その効果と影響について調査・研究を行い、事業への対応を検討します。
◆埋没林博物館では、蜃気楼の動画等のコンテンツを充実させるとともに、InstagramやFacebook等も活用し、情報発信を強化していきます。また、カフェや木育キッ
ズスペース等を活用した事業により、入館者が無料エリアからさらに有料エリアへ進むよう努めます。
◆国登録記念物となった「魚津浦の蜃気楼(御旅屋跡)」について、埋没林博物館から御旅屋跡周辺の散策ルートの提案など、新たな地域資源としての活用に取り組
みます。
◆水族博物館では、従来の見せるのみのイベントを飼育員とのふれあい・対話型にすることで、解説パネルでは伝えられないタイムリーな情報を伝え、水族館の魅力
の向上を図ります。また、バックヤードやキッズコーナーにおいて親子で楽しみふれあえる体験型コーナーを導入することにより、今までとは違う視点から生き物を観
察できるようにします。
◆社会教育施設等を計画的で効率的に維持運営していくためにも、個別施設の長寿命化計画に基づいて長寿命化を図っていきます。

※新型コロナウイルス感染拡大により活動が制約される中でも、感染拡大防止に対応しながらできる範囲で施策を遂行しました。

【①学び続ける環境づくり】
＜生涯学習教室等事業＞
◆新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学びのきっかけづくりとして初心者を対象とした生涯学習教室は中止しました。参加者相互の交流を推進する生涯学
習フェスティバル（３月）を開催しました。
＜学びの森天神山交流館運営費＞
◆魚津官民連携地域プラットフォームを活用し、幅広い官民連携手法の検討と可能性を求めるため、施設及び敷地の利活用事業者を公募しましたが、応募はありま
せんでした。
＜図書館教養・普及事業＞
◆図書館では、郷土人とその著作を紹介する事業、古文書解読会等各種教室、ふるさと文学講座等を延べ67回開催し、延べ1,084人が参加しました。資料や図書等
の展示を24回開催しました。

【②地域の教育力の向上】
＜公民館活動振興事業＞
◆地区公民館においてそれぞれの地区の特性を活かした事業（高齢者学級、公民館教室、地域異世代交流）を実施し、地域住民の学習意欲の向上と地域の活性化
につながりました。

【③博物館の充実】
※公共施設使用料の適正化に関する基本方針に基づく使用料の見直しに伴い、博物館条例の一部改正を行いました。
＜孫とお出かけ支援事業＞
◆埋没林博物館と水族博物館が、高齢者の外出機会を促進し、世代間交流を通じて家族の絆を深め、地域の文化や歴史、科学や自然への関心を幅広い年齢層に
広げることを目的に富山市が主管として実施している「孫とお出かけ支援事業」の連携市に加入していますが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、水族
博物館では現在、休止としています。
＜歴史民俗博物館管理事業、歴史民俗博物館企画展事業＞
◆歴史民俗博物館では、企画展を１回開催するとともに、郷土の豊かな歴史と文化を知り、生活の移り変わりを学ぶ機会として、小学校を対象に実施している「ふるさ
と発見バス」にて企画展見学会を実施しました。
＜水族博物館事業＞
◆新型コロナウイルス感染拡大防止のため、屋内でのイベントはほとんど中止しましたが、屋外でのイベントを中心に実施しました。
◆休館中（4/1～5/17）の生き物の様子をインスタライブで配信したり、開館再開後も飼育員しか見られないレアな映像を発信し続けたことから、インスタグラムのフォ
ロワー数は、5,000から12,000に増加しました。
＜埋没林博物館博物館教室事業、埋没林博物館調査研究事業、埋没林博物館展示事業＞
◆埋没林博物館では、主として魚津市民を対象に、年12回の博物館教室等の講座を実施し、郷土の自然に親しみ、その重要性や意義への理解を深めました。


